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一
、
今
次
行
市
大
綱
に
よ
る
一

答
校
内
暴
力
、
家
庭
内
暴
一

{
l
i
l
i
-
-
{
i
l
l」

制
則
金
削
減
や
公
共
事
業
の

一力
は
地
加
の
傾
向
に
あ
り
大
き
二

比
、
、
言
千

E
T
民
主
主
す

U
U

一

期
主
予
想
さ
れ
本
市
の

五
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
二

t
i
5
4
ヨ
4
3
・

一

吟
U
M

…
M
A
Mは
い

一行
日
刊
れ
れ
れ
い

M
M
M
l
一一

委

員

会

を

設

置

一

て
い
る
。
従
っ
て
第
四
次
突
一
初
期
の
段
階
で

1
分
指
導
で
き
一
一
九
月
定
例
会
こ
、
昭
和
五
副
委
員
長
鈴
木

豊

後

一

施
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
一
司
令
体
制
を
確
立
し
、
学
校
生
活
一

一

。

汀
革
大
綱
の
内
容
、
本
市
の
-
の
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
し
て
微
一

〔
十

五

年

度

甲

府

市

一

般

会

委

員

上
田
英
文

一

一

士

一

バ

・
特

別

会

計

決

算

並

び

に

か

小
河
原
正
平

一

卜
〈
盟
事
業
で
あ
る
国

体

、

駅

一

氏

を

し

て

い

く

。

一
一

近
代
化
等
へ
の
対
応
も
併
せ
一
ま
た

、

非

行

の

発

生

防

止

に

ご

企

業

会

計

決

算

の

認

定

に

つ

。

福

島

勇

一

一

一一
い
て
二
件
が
提
出
さ
れ
ま
し

h
q

込
山
貴
雄

一

て
行
財
政
対
策
委
員
会
の
中
一
つ
い
て
は
、
得
学
校
と
も
ど
ん
一

一

一，
。

hv

樋
ロ
精
一

一

九
月
定
例
会
は
九
月
十
八
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
十
一
日
間
と
決
め
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
条
例
四
件
、
一
般
で
検
刈
し
て
い
く
。

一
な
さ
さ
レ
な
事
件
で
も
家
庭
と
一
一

r

}

一

ケ

議
会
は
、
九
月
二
十
八
日

。

三
井
五
郎

一

会

計

等

補

正

予

算

三

件

、

市

道

路

線

の

言

及

び

請

負

契

約

の

締

結

等

十

三

件

、

監

査

委

員

の

選

任

等

人

案

件

三

一

、

闘

の

財

政

再

建

期

間

と

一
室
な
誌
を
と
り
原
因
を
明
一
一
の

本

書

で

、

こ

れ

を

塁

グ

中

西

久

一

例
の
計
一

一i
件
。
を
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
並
び
に
同
意
す
る
ζ

と

に

決

し

ま

し

た

。

本

市

の

主

要

事

業

推

進

期

間

一ら
か
に
し
再
発
を
防
止
す
る
よ
ご
す
る
た
め
の
特
別
委
員

会

を

。

市

村

輝

男

一

が
盈
な
る
が
、
こ
の
期
間
も
一う
指
導
の
微
腹
を
期
し
て
い
る
。
一
v

さ
ら
に
附
和
五
十
五
年
度
各
会
社
別
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
の
う
え
、
閉
会

一

一一
設

置

し

て

、

委

員

十

六

名

を

。

早

川

光
園

一

中
継
続
審
査
す
る
こ
と
と
し
、
ま
た
甲
府
駅
近
代
化

・
交

通

問

題

特

別

委

員

会

に

付

託

を

さ

れ

て

い

た

叩

府

駅

近

代

日

日

給

料

訪

日

一

遊

休

地

の

一
一
次
の
と
お
り
決
め
、
閉
会
中

b

山

中

要

一

化

等

五

件

の

陳

情

に

つ

い

て

は

審

議

木

了

と

な

り

、

十

一

日

間

に

わ

た

る

会

期

を

閉

会

し

ま

し

た

。

で

あ

る

の

で

、

現

時

点

で

は

一

利

用

を

図

れ

一
一
諸
問
内
1
刊

誌

一

一

将

一

日

慎

ば

一

言一一

-Ujijiip--gtiz--;
一

の
中
で
の
行
政
改
革
の
必
要
一
の
主
要
事
業
の
推
進
に
対
す
一
民
の
要
望
に
応
え
る
よ
ヲ
努
一
必
ず
し
も
滅
員
と
断
定
す
る
一

間

遊
休
農
地
を
合
農
地
一
一
で
報
告
す
る
予
定
で
す
。
グ

富
島
雅
展

一

-

一

般

質

問

の

内

容

一

性
に
つ
い
て
は
理
解
し
て
い

一

る
対
応
に
つ
い
イ
も
目
下

検

一

力

す

る

。

一

い

お

れ

れ

れ

在

日

む

の

有

効

利

用

に

つ

い

て

ど

う

対

一

一

委

員

長

堀

内

光

雄

グ

岡

田

修

一

i三
EZE--=zil---3一一一一一
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さ

5
t
g
jム正
2
一三
zi-i弓一三

一

る
が
、
行
革
は
国
の
財
政
再
一

討
中
で
あ
る
。

一

ま

た
国
体
や
d

て

れ

に

関

連

↑

一

応

し

て

い

く

の

か

。

一

一

一

組
の
み
が
先
行
し
て
お
り
、

一

一
、
国
の
行
革
に
よ
り
回
生
し
た
甲
府
駅
近
代
化
は
、
優
一

力
す
る
。

↑

答

良
地
の
有
効
利
用
は
股
一
、

行

革

に

対

す

る

市

長

の

一

自
治
体
や
住
民
に
悪
い
影
響
一

の
ま
み
が
予
測
さ
れ
都
市
一
先
事
業
と
し
て
推
進
す
る
主

非

行

防

止

一地
一
一
一
号
警
に
よ
り
貸
借
関
一
昭

和

五

十

六

年

九

月

考

え

と

対

応

を

示

せ

一

リ
刊
行
げ
は
は
M
M川
山
一

U
U一
一

一

日

れ

刊

一
引

い

れ

れ

一

日

間

1
一

対

策

は

一郎
訪
れ
れ
い
れ
れ
し
V

M
一

定

例

会

質

問

要

旨

尉
の
「
増
税
な
き
財
政
再
一

会
」
の
設
間
目
的
と
検
討
内
一

分
論
議
さ
れ
る
が
市
長
会
を
一

の
他
住
み
よ
い
環
境
盤
側
事
一
検
討
し
、
議
会
等
の
意
見
も
一力
が
激
榊
し
、
成
人
が
か
ら
ん
一進
組
織
の
確
立
、
執
行
体
制
の
=
氏
名

一
会

派

一

発

言

の

安

門

一

挫
」
と
い
わ
れ
て
い
る
行
財
政
-

容
を
示
せ
。

一

泊
じ
そ
の
対
策
に
努
力
す
る
一

業
等
も
非
常
に
舷
し
く
な
る
一
い
た
だ
き
な
が
ら
対
応
し
て
一
だ
非
行
が
多
い
。
そ
の
指
導
実
一整
前
等
に
つ
い
て
調
整
協
議
を
一

一

一

一

一
行
政
改
革
と
市
政
に
つ
い
て
1
一

改
革
に
関
連
し
て

一

て
都
市
づ
く
り
を
は
じ
め
一、

一
が
、
県
市
一
体
化
の
中
で

一

と
思
う
が
今
後
と
も
充
分
市
一
い
く
。

一践
と
父
兄
に
対
す
る
非
行
の
発
一行
い
、
牒
地
利
用
増
進
法
に
よ
二
樋
口
精

一
一百日
I

本
本
社
会
党
一
一
水
叫
猶
咽
戸
行
引
哨
放
品
(
荒
川
ダ
ム
等
〉
一

問
一
て
、

執
行
買
任
芸
者
で
あ
一

凶屋体;、一駅

E近等主
;
王
重
要
喜
事
業
雪
の

一

i以
i当語局の
2協力
を
毒
得
て
品
号E地呼11よ一
一

生
防
止
の
指

2針に
つ
い
て
何
い

一

τ
瓦
る
良
牒
地
銀
行
の
設
位
に
つ
い
て
工
丁

1

|

「['ii」
劃叫引吋ず叶日叶JA引
1引
Uιユ

る
主
市
長
君
の
所
侭
健
雪
、
左
と
対
応
に
つ

一

影
響
空
は
。

一
自
治
確
立
に
努
力
を
統
川
一

公

共

用

地

転

用

は

可

能

か

一た
い
。

一も
号

し

て

い

く

。

二

一

一

諸

市

崎

、

市

連

P
の
7

一

一

て
総
合
註
幽
の
修
正
は
あ
一

る

。

一

一

一

一

」

一

一
、
福
祉
、
教
育
の
後
退
は

一

り
得
る
か
。

一

一
、
福
祉
、
教
育
同
等
に
つ
い
一

H
H
刑

務

所

跡

地

H
U
一

「

伸

一

日

本

社

会

党

三

錯

一

叱

弘

前

一

同

信

野

竺

あ
り
得
る
か
。

一

一、

行
革
と
駿
員
定
数
に
つ
て
は
基
本
理
念
と
し
て
は
、
一

間

刑
務
所
跡
地
を
一
部
百
五
一
苅
の
代
表
者
、
ま
と
一

特

別

委

員

会

委

員

の

変

更

一
寸

一

了
伊
に
つ
い
て
(
メ
イ
ン
会

一

-、

国
の
行
革
に
対
処
す
る
一

い
て
。

一

後
退
な
く
進
め
た
い
と
考
え
一
図
、
県
よ
り
譲
鹿
の
申
し
出
が
一
も
十
分
協
議
し
地
核
開
発
に
努
一
本
市
議
会
に
設
置
さ
れ
て
い
一
策
調
貸
特
別
委
員
会
」
委
員
に
二

一

一

場
進
入
道
路
対
策
と
現
在
三

本
市
の
「
行
財
政
対
策
委
員
一

補
正
予
算
な
ど
お
案
件
可
決



下
水
汚
泥
有
効
利
用
の
コ
ン
ポ
一
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E・喜
霊
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一
と
き
は
、
要
望
の
と
お
り
回
富一

F
V尾
、

，

f

¥

ム

戸

地
織
の
公
共
交
通
確
し
ま

す

。

入

は

、

あ

く

ま

で

も

地

成

制

一

一

婦

問

、

合

、

-

ぐ

吋

¥

ヘ

一

L

ス
ト
化
に
つ
い
て
は
、
お
が
屑
一
同

劃

一町
へ
優
先
譲
渡
「
る
よ
う

2
一

通

除

。

B
長
記
¥
瓜
智
里

可

保

に

関

す

る

愈

見

書

一

去
る
第
八
十
五
回
国
会
住
民
の
意
見
反
映
、
既
存

・
一

-

l

一

主

同

d
J
ι包
〈

れ

似

阿

川

ド

等
の
添
加
物
の
長
期
的
な
確
保
一・

川
一中
で
あ
る
。

一

E
F
t
，
h

1

1

7

A

引

制

制

叶

ー

ヰ

及
び
コ
ン
ポ
ス
ト
製
品
の
利
用
一
…
去
る
七
月
六
日
諸
政
策
(
衆
院
〉
で
の
六
党
共
同
促
交
通
と
の
調
整
、
労
働
者

t
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
一

品

管

出

賂

J

f

k
可

Aa匂

一・
宙
開
議
会
が
主
務
大
臣
に
鑓
出
来
全
会

一
致
で
実
現
し
た
決
の
服
用
、
生
活
の
保
殴
を
ヤ

一

h
u
u
M

町

岡

山

同

1

4

な
ど
の
見
通
し
が
必
要
で
あ
一一
し
ま
し
-
「
長
期
展

望

に

基

議

〈地
万
陸
上
公
共
辛
子
通
維
前
提
と
し
て
お
こ
な
う
こ
…
一

第
一
一
+
七
回
関
東
市
議
会
積

一

d
I
'
s
;
併

、
特
に
汚
泥
中
に
合
ま
れ
る
一
山
つ
く
上
的
E
£
通
政
策
の
持
整
備
に
関
す
る
件
〉
の
主
と

回
一
長

会

費

塁

塁

犬

舎

で

一

一
般
質
問
二
日
自
の
九
月
二
十
二
日
に
は
、
九
月

一
日

時

針

刊

誌

主

宮

方

向

」

U
mす
る
答
申

U
川
引

E
E日
四

地

域

の

公

共

査

の

ふ

一

準

優

勝

一

に
市
長
よ
り
委
嘱
を
さ
れ
た
、
第
十

一
次
市
政
モ
ニ

タ
ー

日

の

意

見

が

出

さ

れ

、

こ

れ

に

つ

一点

十

白

川

刊

誌

片

付

当

認

の
九
月
ニ
+
八
日
の

院

は

町

村

む

ほ

一

八
月
に
附
か
れ
た
山
梨
県
市
一

一一
誌

は

コ

詐

河

川

政

時

打

開

明

日

ur

-

-

い

て

当
局
の
考
え
方
を
質
し
た
一山
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

E臨
本
会
館
で
意
見
書
一

回
と
地
方
公
共
団
体
と
で

附
議
室
長
会
議
員
親
河
野
球
大
一
恕
を
よ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

月
一

一
の
に
対
し
て
、
当
局
か
ら
有
害
一一
こ
と
に
本
市
こ
・
3

、
て
ま
圃
眉
圃

件
を
可
決
し
、
地
方

二
分
の
一
づ
っ
負
担
〉
を
一

一会
で
優
勝
じ
た
本
市
議
会
チ
l
一

ー一

一
u
h
H
U
L
A
d
Tげ
刊

誌

肝

心

訪

ね

刊

誌

は

酢

一一
H
M

粧
品

f
E
H日
U
U
U
日

刊

誌

は

担

率

を

一
一

日

告

白

川

一

上

石

田

一
一
丁
目
士

|

五

一事

詩

一

一

五

時

日

了

府
市
自
治
研
修

セ

ン

タ

ー

日

5
2日一こ
口

げ

川

M
M君
主

目

立

叶

は

計

十

印

刷

一一
訪

れ

れ

許

諾

仏

国

石

川

訪

日

五

百

点

一
一駐

在

駐

日

-

望

月

輝

雄

日

刊

司

法

品

川

昭

一

h
m
u
m
r当
日

訪

問

一日

UU十
日
引
刊
日
日
村
山
一
日

UMMMMutvuド
河

川

ド

ド

れ

品

目

日

れ

一

一
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
、

a司げ
切
れ
提
出
し
ま

を一
}一
十
れ
切
る
こ
と
す
大
会
に
、
本
県
代
表
と
し
て
一九

日

配

給

日

仁

一ま
せ
ん。

一委
員
か
ら
今
後
公
共
施
設
の
建
一
川
し
、
b
去
の
公
共
い
胞
設
事
叫
一
ぺ
、
受
益
者
負
担
の
軽
減
を
も
一
の
と
お
り
寸
決
す
る
も
の
と
決
一
一
運
輸
政
策
窓
雲
答
申
の
且
，

l
i
l
-
-
J
J
J
な
く
J

阿
の
氏
任
で
侮
統
…
山
場
し
ま
し
た
。

一

一

t

工、

一J
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四
体
化
は
、
本
市
に
お
け
る
交
旨
(
立
仲
間

・
行
財
政
姑
掛
川
)
を
を
は
カ
る
こ
と
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こ
の
大
会
に
は
関
東
一
郎
七
一L

一

一設
に
あ
た
っ
て
は
、
今
U
の
厳
一
に
は
、
万
逃
漏
の
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処
置
を
一
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ヵ
ら
前
向
司
に
ゆ
討
一
し
ま
し
た
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一
川
通
政
策
推
進
に
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っ
て
多
大
速
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か
に
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す
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と
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地
域
の
交
通
の
健
全
な

p
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が
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加
し
、
一

お
り
か
ら
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十
四
日
よ
り
行
一
底
部

一
丁
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一
し
い
財
政
室

長

2
、
厳
十
講
ず
る
よ
う
努
力
す
る
旨

Z
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日

1
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2
1
i
t
t
J
、t，一
寸
降
客
に
な
る
こ
と
は
必
至

二

マ
イ
カ
ー
優
位
の
交
通
体
あ
り
刀
、
及
び
版
用
等
の
一

一本
市
議
会
チ

1
2、
一
回
戦
一
首
会
も
闘
か
れ
る
と
あ
っ
一

板

山

和

子

一
し
く
精
査
し
、
市
民
に
十
分
な
一勢
が
り
は
れ
て
れ
ぞ
れ
全
員
↑

一

各
常
任
委
員
会
が
一
…
で
あ
る
と
恩
わ
れ
ま
す
。
系
っ
く
り
は
撤
回
す
る
こ
と
問
題
の
解
決
に
つ
い
て
突
…

一か
ら
順
当
に
勝
も
小
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決
勝
マ
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市
議
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で
の
取
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あ
げ
も
一
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山

山
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す
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先
進
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市

を

研

修

一町
よ
っ
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
一
一
一
軌
道
系
中
盤
輸
送
費
を
効
あ
る
政
労
交
渉
の
き
す
に
お
い
て
神
葺
川
県
座
間
市
一
当
然
と
思
オ
れ
ま
す
。

一
今
回
、
は
か
ら
ず
も
九
月
の

よ
一

る
よ
う
要
望
す
る
意
見

2
り
了
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一

つ
い
て
は
、
地
方
病
予
防
費
に
一
各
常
任
養
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会
は
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中
継
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諾
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日
一
一
一
諸
-LUr-ド
・
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一
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一凶
迎
し
て
、
都
市
化
が
進
ん
だ
一
続
審
査
の
各
所
管
事
項
に
つ
い

一

一

梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
甲
の
栄
設
に
輝
き
ま
し
ニ
。

一ジ
ヱ
ク
ト
に
軍
要
な
支
限
ー
を
さ
一意
義
な

一
日
を
す
ご
す
こ
と
が

だ
一

主
た
、
附
和
五
イ
六
年
度
甲
一

民

生

委

員

会

一地
域
は
地
方
病
葉
か
、
生
活

7
1
先
進
都

1
視
察
研
修
を
一

昭
和
五
+
六
年
三
月
及
び
六
月
定
例
会
で

一府
支
部
長

・
山
本
貞
治

)
H
一、

l
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i
lソ
ゾ
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一
た
す
だ
け
は
、
寺
市
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に
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一で
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ま
し
た
。
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、
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で
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請

区
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な

給

一っ
て
も
無
血
心
て
は
い
ら
れ
ま
一
質
問
す
る
議
員
も
、
答
弁
す
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一
小
中
学
校
の
工
事
訪
れ
授
の
補
↑
附
和
五
十
六
年
度
甲
府
市一

一れ
ら
の
位
回
づ
け
及
び
管
理
俸
一

総
務
委
員
会
は
教
育
行
政

・

採

択

さ

れ

た

請

願

・

陳

情

の

処

理

状

況

一本
管
の
口
径
に
つ
い
て
は
、
見

日
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ん
o

一
る
市
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は
じ
め
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役
所
の
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員
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甲
府
市
議
会
議
員

一同

(2) 

委
員
会
審
査
の
主
な
内
容
」

九
月
二
十
四
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ

い
て
、
二
十
五
日

・
二
十
六
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
委
員
会
を
開
会
、
審
査
し

た
経
過
と
結
果
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総

務

委

員

会

市
民
の
何
段
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